
2023年は、2030 年を達成年限とする持続可能な開発目標（SDGs）の「中間年」 です。
世界は歴史的な分水嶺に立ち、新たな挑戦に直面している。新型コロナウイル ス感染症、気候変動に加え、ロシアに
よるウクライナ侵略、食料やエネルギー安全保障など の問題が相互に結びつき、これまでになく多くの人々の安全が
脅かされています。
日本国内でも、SDGs の認知率が８割を超えているとする調査結果もある一方、持続可能な開発ソリューション・ネ
ットワー ク（SDSN）及びベルテルスマン財団による報告書（2022 年版）では、日本の SDGs 達成度は 世界で 19
位に留まっており、特にジェンダーや気候変動、海洋資源、陸上資源及び実施手段について、引き続き大きな課題が
ある旨指摘されています。
今回の研修では、プライムキャリア株式会社代表取締役の佐々木寿美子さんを講師に迎え、他の企業で働く人たちを
交え、さまざまな価値観や違う目標を持つ人がいる世界で、我々はどうやってSDGsの壮大なビジョンを実現していく
のかを学びました。

東京藝術大学
SDGsビジョン

2023年10月1日 14時～17時  「SDGs勉強会」開催

まずは、世界を取り巻く環境問題、
社会問題について学び、日本の課題
について、世界でどのような位置付
けにあるのか、どのような取り組み
をしているかを学びました。

国連でも実施されたカードゲーム。
参加者全員で世界を作っていきます。
「お金」「時間」「意志」をゴールに
「プロジェクト」を実行。そして、そ
れぞれに与えられた「役割＝価値
観」。何も考えずにプロジェクトを進
めると、地球は危機的な状況に陥りま
す。

カードゲームで様々な価値観と相互
に絡み合う複雑な状況を学んだ後、
今度は自らの価値観に向き合い、
１７のゴールのカードを並べます。
なぜその並びなのか。自らの気付き
を振り返りました。

SDGs全般の講義 ワークショップ リフレクション

藝術は、ずっと前からSDGs。
そして、今こそ、
疑い、問い、変革する。
人を愛し、心を打ち、社会を動かす。
世界を幸福にするイノベーションとして。




